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植物硏究雜誌第十二卷第二號 


0ざいふリぼく ノ花ノ枝 

ざいふ y ぼく ノ花ヲ含ソデ、ヰル芽ガ萠ヱルト中カラ花序ヲ戴イテ斗ル新シイ枝ガ伸出ス。 
ソノ枝ノ上ニハ三四枚ノ葉ガ附イテ斗テ、ソノーニノ葉ノ腋カラ更二側枝ガ伸出シテ斗ル0 
卽チ花芽ハ萠ュナガラソノ新シイ主枝ノ上二側枝ヲ分ツテ 4 ルノデアル0側枝ノ上ニハ秋 
ニナレバソノ枝ノ先ヤ葉ノ腋二鱗芽ガ出ル。コノ芽ガ冬ヲ越シテアクル年ノ春萠出テ來年 
ノ枝ニナル。側枝ハソノ主枝ヨリモハルカニ長ク伸ビルコトガアルカラ花序ヲ戴イテ斗ル 
主枝ガソノ側枝=對シテ却ツテ傍枝ノ如ク見エルヤゥニナルコトガアル。我國ノざ、いふり 
ぼく ノ花ノ枝ハ大方コノ樣ナ枝 ニナ ルノデアルガ、コレニ類スル モノ ハ梨ヤ林擒ノ花ノ枝デ 
アル。あづきなしナドニアツテハ花芽ガ萠ヱテモスグニソノ新シイ花ノ枝ノ上二側枝ガ伸 
ビ 出スコトハナイ。花ノ枝ノ葉腋ニアル芽 ハ 芽鱗 二 包マレテ鱗芽ニナリ冬ヲ越シテ翌年ノ 
春 ニナツ テ萠出テ ハジメ テ枝 ニ ナル。 コノ 枝ノ、ソノ母枝二對シテ ハ 同年ノ枝 デ、 ハナクテ次 
年ノ枝デアル。花ノ枝ハ春萠出テカラ翌年ノ春次ノ年ノ枝ガソノ上 二 萠出ルマ デ， 一年ノ間 
單ー デ、枝ヲ分ツ コト ガナイ。 然ルニ コノざいふりぼく ノ花芽ガ萠 エルトス グニソノ新シイ 
主枝ノ上二侧枝ヲ分ツ〇葉腋ノ芽ガ鱗芽ニナルノヲ待タナイノデス グ ニ伸出シテコノ側枝 
ニナルノデ、アツテ主枝トソノ側枝トノ、同年ノ枝二屬シテヰル。 ソシ テ來年ノ枝ニナルべキ 
鱗芽 ハ 主枝ノ上 ニナ クテ側枝ノ上= 出 ル/デ アル〇 Siebold ノ Flora Japonica ノさ、 、いふ 
vj ぼく ノ記載ノ中ニコノ枝ブリノコトガ次ノヤゥニ書イテアル。 （粗山泰一） 

“ Florum racemi coetanei, m ramulis hornis lateralibus abbreviatis et toliis 3- 
4 approximates obsitis terminates, sed ob gemmam, quse ex unius foliorum in- 
feriorum axilla in rami increxnentum simul provenit, tandem laterales,.’’ 

o せんぶリノ白花品 

上總國山武郡源村ノ山地デ若名東一氏ガせんぶリノ純白花ヲ開クモノヲ見出サレタノデ 
しろばなせんぶり卜新稱スル 0 (前川文夫） 

Swertia japonica Makino forma chionantha F. Maekawa form. nov. 

Flores albi. 

Hab. Japonia, Hondo, prov. Kadzusa, oppido Minamoto (T. Wakana, Oct. 29, 
1935) (F. Maekawa). 

o たねがしまむえふらんノ北限 

本種 {Aphyllorchis tanegashimcnsis Hayata) ハ該屬ノ本邦唯ーノ代表者デアルガ種子 
鳥、屋久島、及ビ沖繩本島⑺二產シ臺灣ニハマダ知ラレテ居ラヌ無葉蘭デ、アル。先日土井 
美夫氏送品中ニコレガアツタガ產地ハ大隅國高隈山デ堀金義氏ノ採集デアル。コレデ本種 
ノ、九州本土二知レタワヶデアルガ分布上興味ガアル 0 (前川文夫） 

0よこぐらのきノ産地 
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